
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域住民や森林所有者らが協力して行う里山林の保全、森林資源の利活用などの取り組
みを支援しています。令和 3 年度は 43 団体が県内各地で活動を行いました。 

高齢化の進む中山間地域で、平成 25 年
に若手移住者と地元の 60 代以上のベテラ
ン世代により活動組織を結成し（現在構成
員 8 名）、炭焼きを通して持続的な山林資
源の利活用に取り組んでいます。 

平成 27 年度からは交付金事業を実施
し、初期の 2 年間でチェーンソー・刈払機・
運搬車などの必要な機材を購入できたこ
とで効率的に作業を行えるようになりま
した。森林機能強化タイプで作業道を作設
し、里山林保全タイプで人工林や雑木林の
除間伐、竹林整備で侵入竹の除去や筍の採
れる竹林へと整備していくなど、無理なく
作業を行うように計画を立てています。 

炭焼き窯は元々あったものを地域の住
民と一緒に修復し、隣接地に交付金で炭焼
き出し小屋を整備しました。間伐した広葉
樹を炭焼き材として活用し、出来上がった
木炭をメンバーや地域住民の方、購入を希
望する地域外の方に販売して団体を維持
運営するための貴重な収入源としていま
す。 

最近は生活道や田畑の支障木、放置竹林 
 

の除去、民家、神社の裏山林の整備などさ
まざまな住民の要望を集約・協議して地域
全体の山林整備を行い、地域のコミュニテ
ィ作りや活性化を図っています。 

道路際の放置されていた竹林について、雑木や余分な
竹を除去して景観をよくしました。 


